
一人で悩まないで

あなたが、交際相手から大切にされていないと思ったら、 

親、先生、友だちなど、あなたが相談しやすい人に話してみましょう。 

誰かに相談することで、一人では気付くことができなかった解決方法が 

見つかることがあります。 

また、専門の相談機関もあります。 

相談内容の秘密は守られますので、一人で悩まず相談してください。 

でもそのときは相談したことを交際相手に知られないよう気をつけて。 

友だちが悩んでいたら

あなたの友だちが、交際相手との関係で悩んでいるのではないかと思ったら、 

  その友だちに声をかけて、話を聞いてあげてください。 

そして、「あなたが悪いのではない」ということを伝えてください。 

「愛されているからだよ」、「あなたが我慢すれば、何とかなるんじゃない？」など、 

辛い思いをしている友だちにさらに我慢をさせるようなことは言わないで。 

  また、いろいろな相談機関があることも友だちに教えてあげてください。 

殴る・けるなど体への暴力だけでなく、強く束縛したり携帯電話やスマート

フォンをチェックしたりするなどいろいろな暴力があります。 

相手を自分の思いどおりにするために暴力で支配しようとしていませんか？ 

「愛しているから暴力をふるってもいい」、「束縛することが愛」などと

間違った思い込みをしていませんか？ 

いくつかの事例を通して考えてみましょう。   

ふたりの関係はお互いが

安心できる関係ですか？

愛する人を 

ちゃんと大切に 

していますか？ 

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は、 

配偶者やパートナーなど親しい間柄で起こる暴力

という意味で使われている言葉です。 

その中でも、交際中の男女間で起こる暴力は 

デートＤＶと呼ばれています。 

暴力は、どんな場合でも、誰に対しても、 

決して許されるものではないことを知ってください。 

山口県環境生活部男女共同参画課
〒753-8501 山口市滝町１－１

電話 083-933-2630

ホームページ https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/37/
令和 5年 9月

相 談 機 関

山口県男女共同参画相談センター ０８３－９０１－１１２２

  ＤＶホットライン（緊急用） ０１２０－２３８１２２

  やまぐち性暴力相談ダイヤルあさがお（24時間365日対応） ♯８８９１ または

    ０８３－９０２－０８８９

山口県警察総合相談室   ♯９１１０ または

    ０８３－９２３－９１１０

レディース・サポート１１０ ０１２０－３７８３８７

（携帯電話から） ０８３－９３２－７８３０

山口地方法務局

　　女性の人権ホットライン ０５７０－０７０－８１０

※各市町の窓口でも相談を受け付けています。         

暴力ってなに？

デート DV について考えてみよう

デート DV って？

もしかして、デート DV…？ そんなときには

山 口 県 



あなたのまわりでは、こんなことはないかな？ ふたりの関係が「対等」ならこんなことが起きるかな？ 

これらは     かもしれないよ 

少しでも変だと思ったら、ちょっと距離をとって考えてみよう 

もし、あなたやあなたのまわりの人が 

交際相手との関係に悩んでいたら… 

ある日の夜、タカヤの自宅。 

タカヤ：（ミカは今何をしているのかな？メールしてみよう。

『今何してる？』っと。 

… 返事がないな。何してるんだろう！） 

そして翌日学校で。 

タカヤ：「おい、何で昨日メールの返事くれなかったんだ

よ！」 

ミ  カ：「ごめん、昨日ケータイを友達の家に忘れて…」 

タカヤ：「は？忘れた？俺のメール、無視してたんじゃない

のか？」 

ミ カ：「そんなことないよ。それに、忘れ物くらいタカヤ

だってするじゃない！」 

タカヤ：（ムカッ）「ふざけるな！誰に言ってるんだ！」 

ミカを突き飛ばすタカヤ。 

タカヤ：「俺のメールには返事して当たり前だろ！」 

ミ  カ：（痛い…）「ごめんなさい…」 

ある日、学校の帰り道に。 

マサト：「今度の日曜、部活が中止になったから映画

に行こうよ。」 

トモミ：「え？日曜はＢちゃんと買い物に行く約束 

してるんだけど。」 

マサト：「何で僕に断りもなくそんな約束入れるんだ

よ！」 

トモミ：「だって部活って言ってたし…」 

マサト：「トモミ、僕とＢちゃんとどっちが大事な

の？」 

トモミ：（そんなこと言われても…

   それに私からＢちゃんに買い物行こうっ

て誘ったし…） 

マサト：「急に行けなくなったって断れよ。僕の彼女

なんだから、僕の方を優先するだろ。」 

トモミ：「…じゃあ、Ｂちゃんの方断るよ…」 

ある日、ファーストフードのお店で。 

サ  チ：「今、メール届いたでしょ。 

ケータイ見せてよ。」 

カズキ：「勝手に見るなよ。」 

サ  チ：「何よ、私たち付き合ってるんだから 

秘密なんてないでしょ。見せられない 

理由でもあるの？」 

カズキ：「そんなことないけど…」

サ  チ：「ねえ、このＡって子、誰？」 

カズキ：「部活のマネージャー。練習のこととかで

連絡があるんだよ。」 

サ  チ：「何よ、私以外の女の子とメールなんて 

しないでよ！」 

カズキ：（ええっ？）「そう言われても…」 

サ  チ：「アドレス消すからね！」

カズキ：（そこまでする…？） 

タカヤとミカの場合

マサトとトモミの場合
サチとカズキの場合

相手と意見が食い違ったときや、相手が自分の思いどおりに

ならなかったときに、暴力的な態度で一方的に自分の考えを

相手に押しつけてはいけません。どんな理由があっても、

誰に対しても、決して暴力をふるってはいけないのです。 

好きな人のことが気になるのは自然なことですが、交際して

いるからといって、相手の行動を監視したり、制限したり

してはいけません。お互いに相手を尊重する気持ちを持つ

ことが大切です。

好きな人に気に入られたいと思うのは自然なことですが、

そのためにあなたが自分の気持ちを押さえつけて、すべて

相手の言うとおりにする必要はありません。自分の気持ちを

大切にし、相手に伝えるようにしましょう。

自分のことも

大切にする

相手のことを

大切にする

暴 力 を

許さない

タカヤとミカの場合 

サチとカズキの場合 

マサトとトモミの場合 

デート DV

裏面に続く…
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